The Zoological Society of Japan 


186 " Bh og SS St o | EREEIH 


AEBRBRUZRNOSHIHNNR 
9. NKPATEOIHE H; V-NRABEIFNIITEO 1 新種 .*2 
三好 R 徳 (愛媛 維 山 北 高等 学校 ) 
-WEM 27 年 12 月 16 日 受領 

1. Rhysodesmus kitazawar n. SD、( カ ント ウ ア マビ コ ヤ ス デ ) 

AR: 雄 約 25 mm, RERI 28mm. 体 幅 : HEdmm, HE 5mm. 体 色 : : アル コ ー ル 中 で は 脱色 し て 次 34 
色 。 ARRFRTTIR 1 HORB 2 ite, CC MER: AEL, その 後 角 は だ いた い 
第 5 側 嘱 より 後方 へ 突出 し て いる 。 第 7 か ら 第 18 ORTE 10-16 個 の 病 医 起 が 規則 的 に 3 a 
に な らん で いる (Fig. I. D)。 こ の 隆起 物 は 第 5, 第 6 後 王侯 に お いて は 不 題 閉 もり, それ より 更に 前 方 
の 後 環 偉 で は それ は 見 られ な い 。 EOR 2 BROKER IR Ran, 第 3 歩 肢 の 胸板 に は 2 Mo 
MEDD, 叉 第 4 第 5, 第 6 歩 肢 の 胸板 に は それ ぞ れ 円 鑑 形 の 大 突起 1 対 を 有 し て いる (Fig. 1. De 
Hrsg BRD, ETRA 6 歩 肢 か ら そ の 
REMO ARRO ARREU T. fü 

・ で は 第 8 ILHRF ORTE TORE ZE 
隆起 が ある 。 し か し これ は 肉 で は 認め られ な い 。 

生 殆 肢 : ONE BEE Dëppe SD ET 
の そば に 1 本 の 剛毛 を 生じ て いる 。 前 妥 節 は 周 毛 
を 密生 し , R 前 服 節 突起 は ほぼ 候 衣 で 大 形 で ある 。 
敵 枝 は 前 懇 節 突起 より や や 長く 波 挫 に 曲り その 中 
央 部 に 鮨 状 の 膨 出 物 あ り そ の 基部 より 短い 枝 を 分 
つて いる 。 R. ikaoensis Tak. R. tuberculatus 
Tak. R. serrulatus Miyosi KIO $ O LE 
える が , し か し 第 4, 第 5, 第 6, 胸板 に 円 雛形 
の 大 案 超 が あぁ あるこ と, RAMO 3 Fo RE 
の 前 方 の 後 環 箇 で は 無い か 又は 不明 瞭 で あるこ 
と , 更に 生殖 肢 の 形態 な どか ら 別 の 新しい 種 と 考 e 
える 。 Bi: 秩父 。 資源 科 学研 究 所 の 北沢 右 三 氏 か ら 標本 を 悪 ま れ た も の で あり ここ に 感謝 の 意 を 表す 。 佑 
横 式 標本 は 下記 の も の と 共に 国立 科学 博物 館 に 保存 され る 。 本 種 の 種 名 は 北沢 氏 に さ さげ る も の で ある 。 - 

2. Mecistocephalus marcusensis n. Sp. (マー カス ナガ ズ ジ ムカ デ ) 

体長 約 26 mm. 49 対 歩 肢 。 頭 板 長 は 幅 の 約 2 倍 あ り , まばら に ある 点 刻 に は 後 毛 生 ず (Fig. 2. A, C)。 
ISS 2 mat, MAARRE, 他 は 黄色 。 頭 側板 の 後方 部 に は 約 8 本 の 短い 剛毛 が 生 
じ て い る 。 前 額 板 は 1 様 に 調 目 汰 構造 を な し , それ の 無い 後 類 板 より 少し 長い , そし て 約 6 KONEI 
IE 1 列 に な らん で いる 。 上 礎 中 央 HIR? SUW, 宙 側 片 に 接する 後 角 は 円 味 を 正 び て いて 突出 すこ と は な 
Vo 呈 側 庁 は その 腹面 に 細毛 を 密生 し て いる が その 後藤 に は 毛 を 生じ て いな い (Fig. 2. B, 1)。 大 顕 は 約 6 

METAL 第 1 葉 に は 4 歯 あ り , 中 央 部 の 撤 集 に は 10-20 の 間 が も つて それ ら は 基部 か ら 発達 し 移 端 ま 
で 同 大 で ある か 又は 少し 基部 の 歯 の 方 が 大 形 で さえ あぁ る 。 EITHER ONE, 基 胸 板前 
Str 2 Aën MIRES 2 PERET, BERORREN DES do BELEE < SURBET 


Fig. 1. Rhysodesmus kitazawai n. sp. 
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ある 。 背 板 は 2 玄 潮 あり 耳 ま ば ら に 彫 毛 を 生じ て いる 。 BEN 2 叉 し その 角度 は 甚だ 大 で ある s 側 


Fig. 2. Mecistocephalus marcusensis n. SP. 


基 委 の 腺 孔 は 約 18, 小形 で 皆 ほぼ ば 同 大 , Abb. 第 1 歩 肢 は 甚だ 小形 。 第 2 歩 肢 の 年 分 に も も 足ら ね ほど 
で ある 。 本 種 を 同属 の 他 種 と 区 別 する 閉 し い 点 は 上 反 の 中 , LR. 大 衰 肥 び 側 基 委 の 形態 に 求 め ら れる 。 

Eb: マー カス 島 ( 南 鳥島)。 こ の 提 本 は 北大 の 坂上 昭一 氏 か ら 恵 まれ た も の で ここ に 感謝 の 意 を 表す も 
の で ある 。 何 同氏 の 揚 本 中 に イシ ュ ムカデ 類 の 1 種 あ り , それ は トゲ イシ ムカ デ 科 の Lamyctes- gracilipes 
Takak. に 酷似 せる も る の で ある が 僅か に 体長 5 mm ば か り の 雌 1 個体 で あり 多少 暴 点 ある た め に Lamyctes _ 
sp と し て ここ に 附 記 する こと と する 。 
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Beiträge zur Kenntnis Japanischer Myriopoden. 
9. Aufsatz: Über eine Neue Art von Leptodesmidae (Diplopoda) Anhängsel; 
Eine Neue Art von Mecistocephalidae aus Marcus-Insel. 


Yasunori Mryosi 


Matuyama Kita Koto-Gakko 


Rhysodesmus kitazawaı n. sp.. Körperlänge & ca. 28 mm, Ẹ ca. 23mm. Körperbreite& 4 mm, 2. 
5 mm. Scheitelborsten 1 Paar oder selten 2 Paaren. Seitenflügel gut entwickelt und Hinterecken’ 
vom etwas 5. Segment an Zahnartig. Hüfte des 2. Beines & mit nach unten gerichtetem, abger- 
undetem Höcker. Beim &8. (2-6.) bis letztes Beinpaar mit einer dornartigen Verlängerung am Ende 
des Präfemur-ventral. Das achte bis letzte Sternit in der Mediane niedrig Tuberkei vorhanden, 
aber beim 2. Sterniten sind glatt ohne Tuberkel. Gonopoden; wie sie sich in Fig. I. A, B zeigen. 
Unterscheidende Diagnosen; Hüfte der Gonopoden mit kegelförmigen Hüftstab. Sternit des 3. 
Beines beim & mit 2 kleinen Höckern, das des 4., 


5. und 6. Beines je grössere kegelförmigen 
Höcker vorhanden (Fig. I.C). 


Das siebente bis achtzehnte Metazonit mit 3 regelmässigen Reihen Das 


von 10-16 kleinen, körnigen Tuberkeln (Fig. I. D). Das fünfte und sechste Metazonit mit sehr 
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undeutlichen Tuberkeln und Metazonite der noch mehr vorderen Segment ohne Tuberkel. Fundort: 
Titibu, gesammelt von Herrn Yūzō Kitazawa. l | 

Mecistocephalus marcusensis n. sp. (Geophilomorpha): Länge ca. 26 mm. 49 Beinpaare. *opfschild 
fast 2 mal so lang wie breit, sehr spärlich punktiert (Fig. 2. A, C) und hinten mit 2 buchen. 
Vorderclypeus gleichmässig gefeldert und etwas länger als ungefelderter Hinterclypeus und hat ca. 
6, zu einer Querreihe angeordnete Borsten. Hinterclypeus in 2 Hälften geteilt (Fig.*2. A). Mit- 
telteil des Labrums keilförmig. Coxosternumvorderrand mit 2 kleinen Zähnen. Kieferfusstarsus 
ohne Zähnchen (Fig. 2. F.). Tergit doppelfurchig, zerstreut beborstet. Sternitleiste vorn gegabelt, 
der Winkel der Gabeläste sehr stumpfwinklig (Fig. 2. G). HGftporen ca. 18, relativ klein und 
fast alle gleich gross. Terminalporen vorhanden. Erstes Beinpaar sehr klein, weniger als halb 
so lang wie das zweite. Unterscheidende Diagnosen; Seitenteile des Labrums innen nicht vorgezogen 
(Fig. 2. 1) und Ventralfläche dicht behaart, aber am Hinterrande nackt. Mandibel mit ca. 6 Kam- 
mblättern, das erste mit 4 Zähnen, das mittlere 10-20 zahnig; die Zähne der Kammblätter sind 
alle gleich gross oder die Basalenzähne sind ein wenig grösser (Fig. 2. Ee Fundort: Marcus-Insel, 
gesammelt von Herrn Shoichi F. Sakagami. 
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